
１ 標識の設置

工事期間中は、工事現場内の見やすい場所に必ず許可済の標識（下図による）を設置してください。

　　年 月 　　　　日 から

　　年 月 　　　　日 まで

2 工程報告・中間検査 （検査は、原則毎週水曜日の午後に行います。）

工事が次の工程に達する３日前までに、建築指導課 （0568-85-6326）に電話等で報告してください。

必要に応じ中間検査を実施します。

(1)　練積造の擁壁 基礎が完了したとき。

(2)　鉄筋コンクリート造の擁壁 配筋が完了したとき。

(3)　無筋コンクリート造の擁壁 型枠が完了したとき。

(4)　暗渠 設置が完了したとき。

(5)　その他あらかじめ市長が指定する工程。 （排水管埋設工事など主に見えない部分の施工）

3 工事記録写真

別紙のとおり

4 工事完了検査 （検査は、原則毎週水曜日の午後に行います。）

工事が完了したときは、「宅地造成に関する工事の完了検査申請書」、「工事監理経過報告書」、

「工事記録写真」を検査の前週までに建築指導課へ提出して、完了検査を受けてください。

宅地造成許可後の留意事項

1．0ｍ以上

宅 地 造 成 等 規 制 法 に よ る 許 可 済

春日井市長

許 可 番 号 春建第 　　　号 許可年月日 年　 月 　日 

造 成 主 氏 名  60cm以上

工事施行者氏名

工 事 期 間

 60cm程度

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



工事が次の工程に達したときは、工事写真を撮影して工程の順に写真帳にて整理してください。

(1)　許可標識の掲示状況 【 遠景 】 □

【 近景 】 □

（ 許可標識に変更があれば、すべての変更状況 ） □

(2)　工事の全景 【 着手前 】 □

【 完了後 】 □

(3)　丁張及び床掘 【 根入深が判読できること 】 □

【 幅寸法が判読できること 】 □

(4)　各種の構造物の基礎 【 工事個所が判別できる遠景 】 □

【 砕石・コンクリートなどの幅寸法が判読できること 】 □

【 砕石・コンクリートなどの厚み寸法が判読できること 】 □

(5)　各種の構造物の配筋  【 配筋寸法が判読できること 】 □

 【 鉄筋のかぶり厚さが判読できること 】 □

(6)　各種の構造物のコンクリート打設 【 コンクリートの打設状況 】 □

(7)　各種の構造物の仕上がり状況 【 幅寸法が判読できること 】 □

【 厚み寸法が判読できること 】 □

(8)　裏込栗石又は透水マット設置状況 【 仕上寸法が判読できること 】 □

( 裏込 ) 幅、厚さなど

( マット ) 必要な個所の取付状況

(9)　埋戻し 【 1回の埋戻し厚を30cm毎に撒き出した転圧状況 】 □

【 埋戻し厚を30cm毎に撒き出し転圧したすべての層の転圧完了 】 □

(10)　雨水排水施設と、その排水先との取付部 【 最終桝の泥溜め15cm以上確認 】 □

【 管口仕上げ完了 】 □

(11)　その他市長が必要とするもの

□

工事記録写真（宅地造成）


